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2３月15日㈯　公民館月報733号発行 ひとくち情報

　

平
成
25
年
度
の
全
国
優
良
公
館

表
彰
式
が
３
月
４
日
㈫
に
文
部
科

学
省
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

県
で
は
三
条
市
中
央
館
が
受
賞
し

ま
し
た
。

受賞の三条市中央公民館のみなさん

優
良
公
民
館
表
彰
を
受
賞
し
て

　

三
条
市
中
央
公
民
館
長

�

金
子　

正
典　

　

こ
の
た
び
、
第
66
回
全
国
優
良

公
民
館
表
彰
を
受
賞
し
、
去
る
３

月
４
日
㈫
、
文
部
科
学
省
第
２
講

堂
に
お
い
て
、
全
国
61
公
民
館
の

受
賞
参
列
者
と
と
も
に
表
彰
式
に

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
16
年
度

　
　

新
潟
市
関
屋
地
区
公
民
館

　
　

小
須
戸
町
公
民
館

平
成
17
年
度

　
　

湯
沢
町
公
民
館

平
成
18
年
度

　
　

新
潟
市
北
地
区
公
民
館

平
成
19
年
度

　
　

新
潟
市
西
川
地
区
公
民
館

　
　

新
潟
市
石
山
地
区
公
民
館

平
成
20
年
度

　
　

該
当
な
し

平
成
21
年
度

　
　

燕
市
中
央
公
民
館

平
成
22
年
度

　
　

該
当
な
し

平
成
23
年
度

　
　

新
潟
市
鳥
屋
野
地
区
公
民

　
　

阿
賀
町
公
民
館

平
成
24
年
度

　
　

長
岡
市
中
央
公
民
館

�

（
田
原
）

生
き
が
い
づ
く
り
、
ま
ち
な
か
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
取
組
と
し

て
評
価
を
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
24
年
度
初

め
て
取
り
組
ん
だ
事
業
で
あ
り
、

多
く
の
課
題
と
夢
を
与
え
て
く
れ

る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
表
彰
を
機

に
、
大
切
に
育
て
て
い
く
べ
き
事

業
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
生
涯
学
習
の
核
と
な
る

拠
点
と
し
て
、
多
角
的
に
機
能
で

き
る
公
民
館
に
な
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
利
用
者
の
皆
様
と
と
も
に
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

三
条
市
・
公
民
館
関
係
者
の
皆

さ
ま
、
受
賞
を
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
過
去
十
年
間
は
次
の
市

町
村
・
館
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度

　
　

紫
雲
寺
町
中
央
公
民
館

　
　

聖
籠
町
公
民
館

本
当
に
、
有
難
い
気
持
ち
と
喜
び

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、
当
館
利
用
者
や

多
く
の
関
係
者
の
皆
様
に
よ
る

日
々
の
活
動
支
援
や
ご
協
力
が

あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

三
条
市
の
中
央
公
民
館
は
、
小

学
校
、
図
書
館
、
国
登
録
有
形
文

化
財
と
な
っ
て
い
る
文
化
施
設
な

ど
が
集
中
し
て
い
る
中
心
市
街
地

に
あ
り
ま
す
。
今
回
、
当
館
が
核

と
な
り
、
４
つ
の
施
設
を
拠
点
と

し
て
生
涯
学
習
と
文
化
振
興
を
有

機
的
に
活
用
し
、
地
域
の
児
童
の

参
加
や
こ
ど
も
か
ら
大
人
に
繋
い

で
い
る
伝
承
文
化
の
発
表
な
ど
、

地
域
の
小
学
校
や
団
体
等
と
も
連

携
し
て
「
ま
ち
な
か
文
化
祭
」
を

開
催
し
、
生
涯
学
習
の
情
報
発
信

拠
点
と
し
て
の
機
能
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
市
民
の
学
び
の

発
表
と
文
化
交
流
の
場
と
し
て
、

ま
た
、
当
市
が
政
策
と
し
て
い
る

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
の
視
点
か

ら
も
、
各
会
場
や
ま
ち
な
か
の
小

路
を
巡
る
な
ど
、
歩
く
こ
と
に
よ

る
市
民
の
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
、

文
部
科
学
省
　
優
良
公
民
館
表
彰
受
賞

�

三
条
市
中
央
公
民
館
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3 ひとくち情報 ３月20日㈭　新潟市中央公民館運営審議会　新潟市中央公民館　事務局長出席

　

私
た
ち
社
会
教
育
委
員
が

運
営
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
た
子

育
て
支
援
事
業
の
一
環
の
「
親

子
餅
つ
き
＆
郷
土
か
る
た
と

り
大
会
」
が
二
月
二
日
、
町

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
い
ろ
い
ろ
な
行
事

が
重
な
り
、
人
出
が
心
配
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も
餅
つ
き

に
は
約
五
十
人
、
か
る
た
に

は
約
二
十
人
の
親
子
が
参
加

し
て
く
れ
て
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

餅
つ
き
大
会
で
は
、
子
ど

も
た
ち
も
か
わ
る
が
わ
る
餅

つ
き
に
挑
戦
、
重
い
杵
で
一

生
懸
命
に
ペ
ッ
タ
ン
ペ
ッ
タ

ン
と
頑
張
り
ま
し
た
。
出
来

た
て
の
餅
は
、
き
な
粉
と
大

根
お
ろ
し
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
杵
つ
き
餅
は
ま
た
格
別

の
味
、
み
ん
な
で
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
郷
土
か
る
た
と
り

大
会
で
は
、
三
十
年
前
に
津

南
町
の
自
慢
を
町
民
か
ら
募

集
し
て
作
っ
た
か
る
た
を
使

用
。
子
ど
も
た
ち
は
も
と
よ

り
、
若
い
お
母
さ
ん
も
知
ら

な
い
町
の
自
慢
が
い
っ
ぱ
い

で
、
町
を
再
認
識
で
き
た
ひ

と
時
で
し
た
。

津
南
町
社
会
教
育
委
員
　
磯
部
義
栄

輝く中学生
〜未来のリーダーたち〜

岸　　宗光村上市健民少年団事務局

性
を
尊
重
す
る
」
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

安
全
に
活
動
す
る
た
め
に
は
、
指
導

員
が
細
か
く
段
取
り
を
し
、
子
ど
も

た
ち
を
管
理
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
大
人
の
指
導
や
管
理
を

意
識
し
す
ぎ
る
と
子
ど
も
た
ち
の
自

主
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
健
民
少
年
団
活
動
で
は
、
中
堅

隊
が
、
自
然
と
リ
ー
ダ
ー
が
活
動
を

引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
に
愛
知
県
豊
橋
市
で
行
わ
れ

た
全
国
大
会
で
も
、
中
堅
隊
が
夏
休

み
返
上
で
ス
タ
ン
ツ
練
習
に
励
み
、

少
年
隊
を
指
導
し
て
当
日
も
大
成
功

で
し
た
。

　

最
近
の
中
学
生
は
、
幼
い
一
面
も

あ
り
、ひ
と
昔
に
比
べ
る
と
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
力
も
劣
る
面
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
健
民
少
年
団
の
中

堅
隊
を
見
て
い
る
と
「
ま
だ
ま
だ
捨

て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
な
」
と
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
県
内
で
も
、
健
民
少

年
団
の
活
動
が
も
っ
と
も
っ
と
広
が

る
と
い
い
な
！
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
青
少
年
の
体

験
活
動
は
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
で

小
学
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

村
上
市
内
の
公
民
館
活
動
も
同
様
で
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
や
、
週
末
の
体

験
活
動（
自
然
体
験
・
文
化
体
験
な
ど
）

は
、
小
学
生
を
対
象
と
し
て
い
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
過
去
に
は
、

中
学
生
対
象
事
業
を
実
施
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、「
参
加
者
が
集
ま

ら
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
実
施
さ

れ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
中
学
生

に
な
る
と
、
部
活
動
や
テ
ス
ト
勉
強

な
ど
で
、
放
課
後
や
週
末
も
多
忙
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
由
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
健
民

少
年
団
で
は
、
小
学
生
を
少
年
隊
、

中
学
生
を
中
堅
隊
、
高
校
生
を
青
年

隊
と
位
置
づ
け
、
幅
広
い
年
代
層
を

対
象
と
し
た
体
験
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
活
動
の
中
で
も
重
要
視
し

て
い
る
の
は
、「
地
域
の
指
導
者
に
よ

る
リ
ー
ダ
ー
養
成
」「
中
堅
隊
な
ど
の

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
子
ど
も
の
自
主

郷
土
か
る
た
で
町
を
再
認
識

よし！これは使える
「新潟県家庭教育支援
ガイドブック」

　新潟県教育委員会ではこのたび家庭教
育学級や講座に役立つ資料として「家庭
教育支援ガイドブック」を作成しました。
内容は、学校が保護者向けに配布できる
家庭教育に関する情報や講座等に役立つ
資料が豊富に掲載されています。また、
参加型家庭教育講座プログラム例や小学
校での活用事例を紹介しています。資料
はコピーやダウンロードをして使いやす
いように編集されていて、公民館の家庭
教育学級でも活用できる仕様になってい
ます。パソコンから「新潟県家庭教育支
援ガイドブック」を　　 で簡単に閲覧で
きます。
　問い合わせ
　新潟県教育委員会・
　新潟県地域家庭教育推進協議会
　　〒950-8570
　　新潟県教育庁生涯学習推進課
　　TEL	 025-280-5617
　　FAX	025-284-9396

検索

▲子どもといっしょにペッタンコ 
（左端が磯部）
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4３月28日㈮　新潟市石山地区公民館グループリーダー研修会　石山地区公民館　事務局長講師 ひとくち情報

実務研修の実施
　②　公民館長、職員の専門的資質向上研修
　③�　県立生涯学習推進センターの研修事業への
積極的な参加

　④�　全国公民館セミナー研修会へ県内公民館職
員の参加推薦

　⑤　研修資料の作成・配付
　⑶情報提供事業の充実　情報の収集、提供
　　�　多様な学習機会の提供・開発に関する情報
の相互交換により、公民館事業の活性化に努
める。

　①�　新潟県公民館月報の販売促進（自主購読の
促進）と紙面内容のさらなる充実

　②�　全公連の情報を得ながら、関ブロ公連、地
区公連との情報交換の促進

　③�　研修資料等の作成・配付
　④�　発行済みの新潟県公民館月報のデータ（前
年度分）をホームページに掲載

　⑤�　ホームページによる各種情報提供
　⑷主催事業、関係事業の実施と支援
　　�　県公民館大会の開催、関東甲信越静公民館
大会開催協力、各地区公連研修会等の開催と
支援

　⑸本会運営上の体質強化
　①�　新潟県市長会、町村会及び全国公民館連合
会への援助・要望

　②�　自主財源確立のための調査検討委員会の活
動継続

３　事業計画
　⑴役員会
　①評議員会……年２回　1５月20日㈫新潟市
　　　　　　　　　　　　2２月19日㈭新潟市
　　　　　　　　　　　　　（平成27年）
　②理事会………年３回　1５月20日㈫新潟市
　　　　　　　　　　　　2６月11日㈬新潟市
　　　　　　　　　　　　3２月19日㈭新潟市
　　　　　　　　　　　　　（平成27年）
　③監事会………５月９日㈮新潟市
　④正副会長会…必要に応じ
　⑵専門委員会
　①編集委員会…年２回（６月、２月）

　②�自主財源確立のための調査検討委員会
　　………………年２回（８月、12月）
　　　　　　　　必要に応じて
　⑶上部組織連絡会議・研修会
　①全国公民館連合会総会
　　………………年１回　会長、事務局長参加
　②関東甲信越静公民館連絡協議会理事会
　　………………年２回　会長、事務局長参加
　③関東甲信越静公民館連絡協議会理事研修会
　　………………年１回　会長、事務局長参加
　＊平成26年度は新潟県公連会長が関ブロ副会長
　⑷大会、研修会、講習会への参加
　①�公民館運営審議会委員研修及び初任・中堅職
員研修

　　　〜上・中・下越ブロック別実施〜
　②第65回新潟県公民館大会
　　平成26年７月17日㈭
　　新潟市江南区文化会館
　③�生涯学習職員指導者研修会
　　（参加協力）県立生涯学習推進センター
　④�生涯学習実践研修
　　（参加協力）県立生涯学習推進センター
〈以下上部団体研修〉
　⑤第55回関東甲信越静公民館研究大会
　　平成26年10月16日㈭
　　埼玉県・熊谷会館他
　⑥第36回全国公民館研究集会
　　�平成26年10月16日㈭〜17日㈮
　　埼玉県・熊谷会館他
　⑦第26回公民館全国セミナーへの参加
　　平成27年２月
　　国立オリンピック記念青少年総合センター
　⑧関東甲信越静公民館連絡協議会
　　理事会1平成26年５月15日㈭〜16日㈮
　　　　　　熊谷市ハートピア
　　　　　2平成26年11月14日㈮理事会・研修会
　　　　　　東京八重洲ホール
　　　　　3平成27年２月東京都
　⑸資料、刊行物の発行・斡旋
　　省略
　⑹社会教育機関・団体との連携事業、運動
　　14団体と連携・省略

№734（第３種郵便物認可） � 平成26年４月15日 

運営の基本方針・事業計画」



5 ひとくち情報 ４月１日㈫　新年度あいさつ回り　県庁他関係機関等　事務局長

特
集

　２月20日㈭に理事会と評議員会が開催され、平
成25年度の会務報告と平成26年度本会活動基本方
針が承認されました。これに基づき、５月に開催さ
れる今年度の第１回理事会、評議員会を経て今年
度の事業が始まります。その詳細を次に述べます。

１　運営の基本方針
　現在公民館をめぐる状況は、全国的に日々厳し
くなってきています。また、多くの自治体で、公
民館の現行制度やその役割を見直したり、職員数
や財政面での緊縮を積極的に進める方向に向かっ
ています。
　一方、わが国では生涯にわたる学習活動が活発
で、公民館を利用して学習している人は全国で約
２億５千万人、本県では318万人（Ｈ24　315万人
平成25年度県生涯学習・社会教育の現状調査）に
のぼっています。
　しかし、これだけの利用者がありながら、その
一方で、公民館は「貸館」と揶揄されたり、公民
館「不要論」が叫ばれるような現実があります。
各公民館ではこのような現実を受け止め、公民館
の現状を改善するために、公民館の存在や役割・
機能がこれからの時代にますます必要となること
をそれぞれの立場で首長、財政当局や住民に訴え、
認めてもらう努力が強く求められています。
　そのためには、それぞれの公民館の運営では、
さらなる創意工夫と努力を重ね、地域の課題、生
命、健康、人権、家庭・家族、地域の連帯、まち
づくり、高齢化社会、男女共同参画社会、国際理
解、環境・エネルギー等の現代的な課題をとりあ
げ、事業として実践することにより、公民館が地
域にとって欠くことのできない存在となることが
必要です。
　公民館では、これらの課題に根ざして行われる
各種の事業やその成果を高める教室・講座を実施
してきました。これらの活動をとおして、人と人
との絆を強くするなどの役割も果たし地域づくり

に大きな役割を果たしてきました。今後は、これ
らの公民館機能のますますの充実が期待されます。
　県公連の運営では、新潟県町村職員退職手当組
合の解散に伴う脱退精算負担金の返済が10年に達
し、平成25年度で完済しました。また消費税の値
上げに伴い、「公民館月報」の購読料を17年ぶり
に値上げし財政の健全化を図ります。
　大会、研修会等の開催については、県公民館大
会も含め、参加者の資質向上と組織の団結力等を
高め、連帯感の醸成を図ることに大きな意義があ
ることから一層の充実が求められます。また、平
成25年８月に開催された第54回関東甲信越静公民
館研究大会新潟大会では県内公民館関係者の総力
をあげた取り組みで大きな成果をあげました。
　これらの取り組みを主として、さらに、公民館
が生涯学習推進の中核施設として学びの拠点、地
域づくり・人づくりの拠点として一層重要な役割
を果たすため、各行政機関・組織と連携し、地域
住民の理解・協力を得ながら、次の５点を重点施
策として取り組みます。
　⑴関係上部組織とのより一層の連携強化
　⑵職員の資質向上を図る研修事業の実施
　⑶情報収集の充実、提供
　⑷主催事業、関係事業の実施と支援
　⑸財政基盤の強化（自主財源確立への努力）

２　重点事業
　⑴関係上部組織との連携強化
　　�　急速な社会情勢の変化に対応するため、関
係組織との連携強化を図る

　①�　全国公民館連合会研修等諸事業への参加・
協力

　②�　関東甲信越静公民館連絡協議会との連携強
化、本大会の運営協力

　③�　新潟県社会教育団体懇話会等、新潟県社会
教育行政機関・団体との連携

　⑵研修事業の充実
　　�　上・中・下越地区公連役職員研修の共催及
び県立生涯学習推進センターの研修事業への
参加により、効率的な研修を推進し、職員の
専門的知識・技能の向上を図る。

　①�　上・中・下越公連別職員、公運審委員等の

事務局長
田　原　　　理
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　「平成26年度　当会



6４月３日㈭８日㈫　公民館月報734号編集校正 ひとくち情報

193

県「いじめ見逃しゼロ県民運動」広報・啓発事業
“児童期家庭教育セミナー”実施報告

新潟県生涯学習協会　事務局長　高橋　文子

一日目：グループワーク〈変わる学校教育を知る〉
　「うーん？社会性の具体像ってなんだぁ…。」「わかるよ
うでむずかしい！」情報交換をしながら各班で話し合いが
進み、解散時間になっても講師を囲んで話が弾みました。

二日目：ワークショップ
　今の子どもたちの社会性で、最も欠けている課題は判
断力や思いやり、協調性を養うことでまとまりました。
この解決には親の役割の大切さであり、学校、地域、団
体活動などとのつながりから社会性が育つことも再認識
しました。そして社会性が「生きる力」と重なることを
確認して終了となりました。

三日目：情報提供
　子どもたちの機器使用の実状は、親の理解を超えてい
ます。子ども任せにせず、親もケータイ、スマホ、ゲー
ム機、タブレット端末等を知る必要がありそうです。そ
して、各自が日頃の子どもとのかかわりの姿を再点検す
る機会にもなりました。

はじめに
　みなさんは、昨年から県内の学校に「いじめ見逃
しゼロ県民運動」の横断幕やステッカーを目にされ
ていることでしょう。当協会はこの運動を県が関係
機関・団体との連携で展開している「深めよう絆に
いがた県民会議」の構成団対です。
　この度、“いじめ”を関係者だけでなく社会全体
の問題として捉え、その解消につなげようと小学生
の保護者を対象にした３回コースの家庭教育セミ
ナーを開催しました。
　セミナーの講師は豊富な人材を会員に持つ協会の
メリットを活かし、新潟市中央公民館と共催で、テー
マは“いじめ”と深く関連している「社会性の育成」
としました。ねらいは社会性を養う必要性の認識と
そのための親の役割について再確認です。また、最
終回に子どもとソーシャルメディアに関する有害な
最新情報を得る機会を設けました。

おわりに
　この３回、５時間弱の時間で直ちに“いじめ”が
なくなるわけではありません。しかし親どおしが集
まり、時間を惜しんで話し合う姿は正に「the! 社会
教育」です。このような場は親が視野を広げ、考え
を深めるために有効と考えます。
　参加者アンケートから抜粋：難しそうなテーマ
だったが、内容は身近なことだった。話し合いも思っ
た以上に話せて有意義。内容もとてもわかりやすい。
～講師のお二人に、新潟市中央公民館に感謝～

新潟県生涯学習協会は会員の会
費と県補助金とで運営している
民間の社会教育団体です。

№734（第３種郵便物認可） � 平成26年４月15日 
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その経験を活かして、町のスポーツ推進委員・ス
ポーツ推進審議会委員を務めてもらっておりま
す。一方、家庭の中では２人のお子さんを持つお
母さんでもあります。竹村さんを新たな仲間に加
え、町の公民館が一層明るくなるよう職員一同期
待をしております。
（出雲崎町教育課（中央公民館）　主任　五十嵐丈明　記）

　生涯学習課に着任して１年が過ぎました。今は子
ども会、高齢者向け講座などを主に担当しています。
　全くの畑違いな部署からの異動にもかかわらず、
何年も前から居たかのようななじみっぷりには只々
敬服します。それはおそらく、彼のオールマイティ
なところからきているのでしょう。コミュニケーショ
ン力ＯＫ（子どもからお年寄りま
で）、ＩＴ活用力ＯＫ、業務変革
力、遂行力、チーム貢献、どれ
もそつなくこなす。（なんだか人

　去年の11月から新しく町の海岸地区にある海岸
公民館の事務職員として活躍している、竹村しの
ぶさんを紹介します。
　竹村さんは建物の管理など公民館に関する業務
の他にも、図書館全般の業務や町民の方から町へ
申請される書類の受付などといった様々な業務を
一手に引き受けており、毎日大
忙しの日々を送っております。
　また、中学校のときからバ
レーボールに親しんでおり、

出雲崎町海岸公民館

事務職員　竹村しのぶさん

柏崎市教育委員会　生涯学習課学習推進係

主査　前川　岳士さん
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越えて柏崎公民館にはなくてはならない存在になり
そうな勢いです。末恐ろしい。

（生涯学習課学習推進係　星野　淳一　記）
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美しい国土と豊かな環境を未来の世代に
　過疎地域には、安全・安心な食料や水の供給、エネルギーの提供、国土の
保全、災害の防止、地球温暖化の防止等のほか、都会の人々のやすらぎや教
育の場として、国民全体の安全・安心な生活を支える極めて重要な公益的機
能があります。
　私たちは、過疎問題の解決を国民全体の課題と捉え、継続した取り組みが
必要であると考えています。

新潟県過疎地域自立促進協議会
会長（出雲崎町長）　小　林　則　幸
新潟市中央区新光町４-１　新潟県自治会館内
TEL 025（285）0041　FAX 025（285）1609

◆新潟県内の過疎市町村（14市町村）
　長岡市、上越市、柏崎市、十日町市、村上市、糸魚川市、妙高市、佐渡市、
　魚沼市、阿賀町、出雲崎町、津南町、関川村、粟島浦村

事
務
局
長
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つ
ぶ
や
き
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※「お元気ですか」のコーナーは現役をリタイアした方がその後も元気に活動している様子を紹介するコーナーです。

おお 気気 すす元元 でで かか

　私は市のレクリエーション協会に所属して地域活動をしています。これまでも
参加者として様々な活動を行ってきました。平成15年にレクインストラクターの
資格を取得してからは、指導者としても活動するようになりました。
　そのような活動をする中、地元の人が作詞作曲をした地域に古くから伝わる「鳥坂小唄」を「地域の
宝」とし子ども達に伝承し、伝えていきたいとの思いから、地元の皆さんの協力を得て、平成16年、仲
間と一緒に「鳥坂小唄保存会」を立ち上げることができました。地元だけでなく、広く大勢の方々から
知ってほしく、私たちは地域外でも、出かけて踊らせていただいております。鳥坂小唄だけでなくいろ
いろな分野の踊りも取り入れて活動をしています。
　地域の敬老会では参加した皆さんと、運動会では子ども達、先生、参加した皆さんと一緒に踊ってい
ます。そのほかにも文化祭や市内外のデイサービスでも踊らせていただいております。
　一番の楽しみは、３月にコミュニティセンターで毎年恒例になっている成果発表会です。楽しみにして
いる地域のみなさんから、大勢見に来ていただいております。それが私達の一番の原動力となっています。
　また、平成20年にレクコーディネーターを取得し、市内小学校のアウトドアやニュースポーツなどの
クラブ活動の指導、食生活改善推進委員として市内青少年学習施設、小学校の料理クラブボランティア
も楽しみに行っています。
　いろいろな地域活動をしていて思うことは、一人ではできないことも「仲間」がいるからこそできる
んだということです。これからも「仲間を大切に」楽しく元気で活動できることを願っているところです。

「地域活動を通して思うこと」� 小川喜美子（妙高市）
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「こども読書週間」
　春の恒例行事として「こども読書週間」が４月
23 日㈬から５月 12 日㈪まで全国で実施されます。
　新潟県ではこれに合わせて次の行事等を実施し
ます。
１　読書週間広報活動　ポスター等掲示
２　普及功労者表彰
３�　各機関の実施行事
　　�こども読書のつどい、親と子の読書会、こど

もたちへの読書指導
問い合わせ
　新潟県読書推進運動協議会事務局
　担当：遠藤（県立図書館内）
　TEL 025-284-6147
　＊県公連は当協議会の構成団体です。

「平成26年度県高齢者大学入学案内」
　新潟県高齢者大学では、平成 26 年
度の学生を募集しています。新潟市、
長岡市、上越市で多くの講座が開催さ
れます。受講料は6,200円（年額）です。
　県内居住で 60 歳以上の方はどなた
でも応募できます。
　詳しい講座等については下記に問
い合わせてください。

　新潟県高齢者大学事務局
　　新潟県社会福祉協議会
　　新潟ユニゾンプラザ内
　　TEL 025-285-1400
　＊県公連は当大学の運営委員です。
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